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1 はじめに

ユーザが入力した条件に合うようなレイアウト案を

自動的に生成し，提示してくれるようなシステムとし

て，対話型進化計算法によるインテリアレイアウト支

援システム [1]や遺伝的アルゴリズムを用いた対話型
室内レイアウトシステム [2]が提案されている．しか
し，これらのシステムでは，インテリアのレイアウト

に自由度がありすぎ，什器をそれぞれ個別に扱って配

置しているため統一感がなく，実用的なレイアウト案

を提示できるまでには至っていない．それに対し，遺

伝的アルゴリズムを用いたオフィスレイアウト支援シ

ステム [3]-[5] では，什器を 1 つずつ個別に配置する
のではなく，部署などのグループ単位で扱うことで，

ある程度まとまったレイアウト案を提示できるように

なっている．これらのシステムでは，グループごとに

配置案を考え，その組み合わせで全体のレイアウト案

を表現している．しかし，これらのシステムはいずれ

も一つの部屋に対してのレイアウト案の生成しかでき

ない．

本研究では，ビルの 1つのフロアを貸切り，簡易的
な壁でフロアを区切って使用する場合を想定したレイ

アウト案の生成が可能なシステムを提案する．

2 オフィスレイアウト支援システム

提案するオフィスレイアウト支援システムでは，フ

ロア全体を考慮したレイアウト案の生成を行う．提案

システムは (1)フロアの分割案の生成と (2)執務スペー
スのレイアウト案の生成の 2段階に大きく分けられる．
提案システムでは，ユーザによって入力された条件を

もとにフロアに会議室，応接室などの部屋をどのよう

に配置するのか，遺伝的アルゴリズムを用いてフロア

の分割案を複数生成し，提示する．提示されたフロア

の分割案の中からユーザが 1つの案を選択すると，そ
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れに応じて執務スペースのレイアウト案の生成を遺伝

的アルゴリズムを用いて行い，最終的なレイアウト案

としてフロア全体のレイアウト案が提示される．図 1
に提案システムの流れを示す．

2.1 フロアの分割案の生成

入力された条件をもとに遺伝的アルゴリズムを用い

てフロアの分割案を生成する．フロアの分割案を表す

遺伝子は (1)部屋のサイズを決めるルール，(2)部屋
の位置関係，(3)配置方法を表す 3つの部分から構成
されており，部屋の数が R のとき，遺伝子の長さは

3R +7となる．なお，適応度は (1)執務スペースの配
置可能面積，(2)壁沿いの無駄なスペースの面積，(3)
部屋の配置による凹凸具合，(4)応接室とエントラン
スの距離，(5)応接室とサーバルームの位置関係を考
慮して計算する．

2.2 執務スペースのレイアウト案の生成

執務スペースのレイアウト案は遺伝子の形で表現す

る．棚をパーティションとして扱わない場合，N 個の

グループで構成され，配置したい印刷機の数がM 個

のとき，遺伝子の長さは 4N + M + 2となる．この
遺伝子は (1)グループごとの配置案の位置関係 (シー
ケンスペアを順序表現に変換したもので表現)，(2)グ
ループごとの配置案の番号，(3)グループごとの配置
案の向き，(4)グループに属する棚の配置方法，(5)グ
ループに属さない棚の配置方法，(6)印刷機を配置する
グループを表す 6つの部分から構成される．棚をパー
ティションとして使う場合，N 個のグループで構成さ

れ，配置したい印刷機の数がM 個の時，遺伝子の長

さは 13N +M +2となる．この遺伝子は (1)グループ
ごとの配置案の位置関係 (シーケンスペアを順序表現
に変換したもので表現)，(2)グループごとの配置案の
番号，(3)グループごとの配置案の向き，(4)印刷機を
配置するグループ，(5)グループに属さない棚の配置
方法，(6)グループに属する棚の配置方法 (7)グルー
プに属する棚の壁側の配置方法を表す 7つの部分から
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フロア情報の入力

・フロアのサイズ
・柱のサイズ、位置
・ドアのサイズ、位置
・窓のサイズ、位置
・エントランスのサイズ、位置

部屋情報の入力

・執務スペース(机、棚、印刷機の種類と数
         棚をパーティションとして使用するか)
・会議室(机の種類と数、講義形式であるか)
・応接室(人数)
・資料室(棚の種類と数)
・サーバルーム(面積)
・リフレッシュルーム(人数)

以下の条件を満たしているか
・フロア情報が入力されている
・ドアが入力されている
・執務スペースを設置する
     範囲が残っている

Yes

No

GAによる解の探索

・選択
・交叉
・突然変異
・評価

分割案の作成

・部屋のサイズの決定
・フロアへの配置案

2D表示

什器が全て
部屋に置けるか

Yes

No

執務スペースの配置案の作成

・机のグループごとの
     配置案の作成
・パーティションの
     配置案の作成

GAによる解の探索

・選択
・交叉
・突然変異
・評価

2D表示 3D表示

・選択したレイアウトの
    OpenGLによる3D表示

・使用する分割案の選択
・執務スペースの設定
・各部屋のドアの位置の設定
・執務スペースの情報(机、棚、印刷機の種類と数
                       棚をパーティションとして使用するか)

図 1: システムのイメージ

図 2: 生成されたフロアの分割案の例

構成される．

3 計算機実験

提案システムの動作を確認し，有効性を示すために

計算機実験を行った．図 2 に提案システムで生成され
たフロアの分割案の例を示す．また，図 3に提案シス
テムで生成されたフロア全体のレイアウト案を，図 4
に生成された執務スペースのレイアウト案の 3D表示
の例を示す．

4 おわりに

本研究では，フロア全体を考慮したレイアウト案の

生成が可能な遺伝的アルゴリズムを用いたオフィスレ

イアウト支援システムを提案した．計算機実験を行い，

提案モデルにおいてフロア全体を考慮したレイアウト

の生成が行えることを確認した．

図 3: 生成されたレイアウト案の例

(a) (b)

図 4: 生成されたレイアウト案の例 (3D)
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